
令和６年度 第１回稚内市廃棄物減量等推進審議会開催結果（議事録） 

 

 

１．日時 

令和６年８月 22日（木）午後２時～ 

 

２．場所 

稚内市役所５階 正庁 

 

３．会議の概要 

（1）委嘱状交付 

（2）市長挨拶 

（3）委員挨拶・事務局紹介 

（4）会長・副会長選出 

事務局一任により、会長：遠藤委員、副会長に石川委員を選出。 

（5）廃棄物処理施設整備方針の検討について 

稚内市におけるごみ処理事業の主な課題」及び「廃棄物処理施設整備方針検討の概

要」について事務局より説明。 

（6）今後のスケジュールについて 

今後のスケジュールについて事務局より説明。 

（7）その他 

モニター事業として配付する生ごみ収集袋について事務局より説明。 

 



 

【意見・質疑応答】 〇：審議会委員 ◎：アドバイザー ●：事務局 

 

（5）廃棄物処理施設整備方針の検討について 

◎：稚内市のごみ排出量は、生活系 798ｇ/日、事業系 519ｇ/日、合わせて 1,318ｇ/日であ

り、北海道の平均からみると事業系が多いという印象。生活系も決して少ないわけでは

ない。経験上、海沿いの町は貝殻や魚のごみが出るため、排出量が多くなる傾向がある。

家庭系ごみの定義は、家庭から出てきたものから資源物を抜いたもので、稚内市では 451

ｇ/日となっている。これは悪い数字ではないが、一般ごみ対象のごみ質調査では、本来

分別するべきものが半分くらい紛れている。分別の精度が悪ければ、最終処分場は当然

予定より早く埋まってしまうことになる。北海道には焼却炉を持たない自治体もいくつ

かあるが、最も大切なのは最終処分場の確保である。焼却炉は減容率が高いが、埋立量

がゼロになるわけではない。このまま最終処分場を作り続けると、いつかはスペースが

なくなってしまうので、最終処分量を減らすために焼却施設や処分量を減らすための施

策や施設が必要である。また、処分場は埋めて終わりではなく、汚い水が出続ける。稚

内市では生ごみも埋め立てていたので、埋立後も 20から 30年は管理が必要と思われる。

焼却灰のみだと 5 年程度で済む。現在 2 つの埋立後の処分場を抱えていて、今の処分場

が終われば 3つ抱えることになる。ごみの処理料金は、収集運搬費と中間処理費用で半々

くらいになる。稚内市は北海道平均と比較して安くなっているが、中間処理費用が小さ

くなっているためであり、その分埋立に負荷をかけている。これからは多少コストが上

がっても、処分場のスペースを節約でき、結果的に自然保護等にもつながるというイメ

ージを持っていただきたい。 

〇：海岸地域のごみの量が多いことはしょうがないと思う。ただ、黄色袋の中に生ごみが

かなり入っていて、これを分別すればごみが少ないということにもなるので、この辺り

の取組を今後うまくやっていけば、埋立量が少しでも減るのではないか。また、施設整

備となると、非常に時間がかかるので、早い段階から色々な方策を検討することが大事

と思う。 

〇；旧最終処分場が満了になった時から、稚内市の要請に応じ、町内会の古紙、ダンボー

ルを収集した。一般家庭での牛乳パックなどは 30年ほど続けているが、最初こそ飲んだ

まま捨てられることが多かったが、現在では幼稚園児もリサイクルしてくれるようにな

った。小さいころから徹底して教えていくのも大事で、ドイツでは紙パックが数百円し

マイカップが推進されている話もある。やはり、小さいころから勉強を継続させるのが

大事なのではないか。 

◎：生ごみの袋にインセンティブをつける、できるだけ小さなごみ袋にする、収集日を別

にする、可能な限り一緒にごみを入れてこない仕組みをつくることが必要になる。地域

的に問題があるところは、市の方々が出向いて指導するなどが考えられる。教育につい



ては、施設見学をしているところは多いが、大抵そこで終わってしまっている。小学校

高学年、中学、高校の探求学習で SDGsに触れていることもあるので、教育委員と連携し

て体験したり、自分たちで考えたりできる取組を進めていくのがいいと思う。推進して

いる自治体を参考にしてもいいと思う。 

〇：ごみの分別を徹底的に行うのが必要と思う。稚内市の土地にも限りがあるので、少し

でも長い期間埋め立てられるように取り組むべきだと思う。小さいころから当たり前の

ように分別をするというのは、大変重要なことだと思う。 

◎：清里町の中高生向けのワークショップを行ったとき、非常に関心性の高い子がいて、

お茶の間では分別ができるけど、自分の部屋に行くとごみ箱が 1 つしかないので分別で

きないと話していた。解決策は、自分の部屋にごみ箱を置かないということ、もしくは、

自分の部屋のごみ箱は一時的な置き場と考えて、そのごみ箱をお茶の間に持っていって

そこで分別するのはどうかと話をした。子供だけでなくて家族全員で取り組むのが大事

だと思う。 

〇：事業系ごみとの分別の定義がしっかりしていないのかなと感じる。ごみ収集事業者が

悪いのではないが、何でも持って行ってくれるので、つい置いてしまう。家庭系ごみに

ついても、生ごみと同じ値段ならまとめて捨ててしまおうと思い、分別する人は少ない

のではないかと感じる。市民の方々の意識をどう変えるか、どう変えていくかを優先し

て話すのが大事と思う。 

◎：例えば、容器包装リサイクルがどれだけ分けられているかは、割合を出すことができ

る。札幌市では、有料化を始めたときは 70％、今は 55％くらいである。生ごみの協力率

については、高いところだと滝川市で 90％程度、北広島市は 30％から 40％程度である。

この違いは、市民にどう説明をしたか。滝川市は焼却に一切生ごみを入れてはいけませ

んと説明した。北広島市では、できるだけ分別してくださいと説明した。これからシス

テムチェンジをする際は、かなり戦略的に言葉を選んでいかなければならない。非常に

長い名前をごみの区分につけているところもあり、そのような表現の工夫が必要と考え

る。 

〇：稚内市民はきれい好きが多いからごみ排出量が多いのかなと思った。家庭に入ってく

る量が多いから、出ていくごみ量も多い可能性があるのかなと思った。生ごみのごみ袋

はなかなか溜まらず、これくらいなら一般ごみにまとめていいかなと思う時がある。厳

しくチェックしたり指導したりするのは、どうしても心苦しくなってしまう。そういっ

た問題を解決するアイデアは、子供たちの方が思いつくのではないかと思う。ゲーム性

を持ったものや、わくわくするような要素を子供たちに出してもらうことで、自分たち

が稚内市の町を守っていることにつながるような仕組みを一緒に考えていきたいと思う。 

◎：子供たちだけでなく、学生や大人も一緒に混ざるというのがとても大事。今は町内会

の時代ではなく、スポーツなどそれぞれの関心軸で集まることの方が多かったりする。

町内会だけではなく、違う関心軸で集まりができて、その活動の中に少しだけ環境だと



かごみのことを混ぜてもらうというのがいいと思う。お祭りやイベントを上手に使うの

もいいと思う。網走市では、小学生に標語を書いてもらい、廃棄物処理基本計画のスロ

ーガンとしてその標語を使ったということがあった。そういうことも励みになると思う。 

〇：ごみの問題で一番大きいものは、本来市民の問題のはずなのに、市役所の問題となっ

ていることだと思う。行政がごみの収集をするようになった歴史を計画の冒頭でしっか

り述べるべきだと思う。それぞれの世帯がそれぞれの方法で処理していた時代があると

いうことを知らないと、ごみ処理が自分たちの問題であり、自分たちで責任を負わなけ

ればいけないことの説明ができないと思う。また、これを子供たちに伝えることも大切

だと思う。食品ロスに関してのアンケートを取ったことがあり、いくつか稚内らしいな

という特徴も見られている。稚内はおそらくストッカーの所有率が高いと思う。これを

持っていると、長期保存につながり、結果として食べきれないことにつながる。このよ

うな行政的な視点での特性ではなく、生活スタイルの特性も理解しないと、今度の食品

ロス問題を解決できないのではないかと思っている。市民への意識付けのためには、私

たちはごみに関してこうしていきますといった憲章を策定し、計画とは別なところでの

意識付けがあってもいいのではないかと感じた。もしくは、ごみの問題と合わせて環境

憲章としてもいいかと思う。人口 1 人当たりの排出量という表現は時代にそぐわないの

ではないかと思っている。和歌山県の高野町では、3,000人の町に 280万人くらいの観光

客が来ている。北海道でも、人口が減少している中で流動人口が増えている。訪れる人

が増えれば当然ごみの排出量は増えていくので、1人当たりというのが独り歩きして順位

付けするのは違うと思う。行政に突きつける問題ではなく、市民に突きつける問題であ

るということを認識して意見を出していただきたいと思う。 

◎：1人当たりの排出量については、観光客によるごみなどを区別するために、家庭系ごみ

という指標が最近よく使われている。事業者がステークホルダーとして自分たちで分別

することは大事。スーパー等では、自分たちでビン・缶・ペットボトルを集めていたり

する。民間ルートの資源化を進めることで、市が処理しなければならないごみが減ると

いうことにつながる。事業者で集めたものは自分たちで売れる。市民ごと、事業者ごと

取組むのがいいのかなと感じる。 

〇：例えばレトルト食品のプラ容器について、どの程度汚れを落とせばいいのか、洗剤で

洗って資源とするのか、そのままごみとするのかとか、昔はペットボトルのふたを集め

ていたが最近は集めていないとか、紙ごみをまとめる際には紙のひもを使う必要がある

のかなどわからないことがたくさんある。資源ごみとして回収したものがどうなるのか

もわからず、本当はごみとなっているのではないかと思うこともある。色々取組んでい

ただいているのに、市民に伝わっていないような気がするので残念に思う。 

●：レトルトの話について、基本的に洗剤で洗うことは想定していない。キッチンペーパ

ーで拭いて洗う程度で問題ない。どうしても汚れが取れないものはごみとしていいと伝

えているが、拡大解釈されてしまうこともあるので、気を付けている。資源として回収、



運搬する際に腐ったりしないようにするためなので、多少の汚れは問題ない。ペットボ

トルのふたについては、市内で集めていたところの引き取り先が終わってしまったので

中止となった。ただ、リサイクルの意識はつなげていきたい。紙の収集について、異物

として取り除く過程があるので手間は増えているが、市として指定はしていない。もし

処分する方のことを考えてくださるのなら、紙で縛っていただきたいというところ。 

◎：資源の行き先が市民に伝わらないというのは、その通りで、他の自治体も課題となっ

ている。容器包装をどこまで洗うかについては難しい。伝え方としては、ごみだと思う

ではなく、食器を使ったら当たり前に洗うように、資源も次使う人がいるので洗う、と

いう論理。ごみは捨てるのではなく片づけるというようにする。片づけるという感覚で

ごみを資源として扱っていけば、自然と行動できるのではないかと思う。 

〇：プラ容器とプラ製品を分けられないことがある。基本は家庭の中できちんと分けない

とごみは減らないと思う。他自治体の取り組みを調べてみたところ、色々な取り組みを

していることが分かった。施設を見学するだけでなく、実際に分別をゲーム感覚でして

みるなど、子供は楽しかったり面白かったりしないと中々取り組まないと思う。マイボ

トルの話では、ポイント制を導入するなどするのも面白い企画だと思う。食品ロスにつ

いては、だしを取った昆布で佃煮を作ったり、キャベツの芯を冷凍してスープの時に使

ったりなど、当たり前にやっていたが、捨てられていることも多い。高校生のデザート

料理コンテストみたいに、食品ロスの部分を使ってコンテストみたいなものがあっても

いいと思う。京都市のしまつのこころ条例のような取組も大事だなと感じた。若者が新

聞やテレビを見ないので、アプリを活用した例もあった。 

◎：京都は非常に有名で、事業者さんの協力も得られやすい。京都と同じようにするのは

大変だが、稚内市でも、役所だけではできないことを協力してやっていくことが大切だ

と思う。計画に書いてあることをいかにやり遂げるかというのが大切。しっかりモニタ

リングをして、最後までやることがこれから計画を作るうえで大事になってくると思う。 

〇：家の向かいのステーションにごみが残っていることがある、誰が回収するかという話

になった時に、班長がやればいいという話になったが、そうなると誰も班長をやりたが

らなくなる。お金を町内会から出して班長にお願いしようという話もあった。プライバ

シーの問題から市役所にお願いしようという話になる。高齢の方はあまりごみを出さな

いと思っていたが、多かったのは意外だった。豊富町あたりでは、誰が出したごみかわ

かるほど、厳しく分別化されていたそう。そこまでやれとは思わないが、置いて行かれ

た人は何も感じていないと思う。 

◎：確かにそこは皆さん困っている。事例を 3 つほど挙げると、ごみ袋に名前を書く欄を

作って、実際には書かせないが抑止力とする自治体もあるし、実際に書かせるところも

ある。市民にある程度権限を与えてごみパトロール隊とする事例や、市の方と一緒にや

るという事例がある。3つ目正攻法かなと思う。 

●：稚内市ではルール違反のごみは置いていくが、黄色の袋は基本的に持っていく。資源



ごみの方は、置いていくようにしている。こういう理由でおいていきますという表示は

するが、出した人が見ているとは思えず、町内会の方に任せてしまっているのが現状。

そういう意味でも市で取り組めるかは別だが、戸別収集等もあるかと考えている。ステ

ーションのパトロールは、場所によっては専門の職員を配置して、毎朝見ていただいて

いる。一方、過去にトラブルがあったこともあり、中身までは見ないようにしている。 

◎：施設整備するのにはお金がかかり、小さい施設をたくさん作ってしまうと割高になる。

できるだけ施設は集約化しようという考え方に環境省や道庁もなっている。焼却炉を作

るなら、発電できるくらいの規模で作ろうという考え方で、収集にはお金がかかるけど、

処理の費用とも比較してどちらが優位になるかを計算してやっている。もしそういった

施設を作るなら、周りの地域と一緒にやってくださいというのが今の考え方。稚内市も

必ずそういう話が出てくる。 

〇：委員は施設を見学したことがあるのか、もしない場合は、次回の審議会までに見学を

したほうが、会議がスムーズに進むと思う。 

●：個別に確認を取り、次回の審議会またはその前に企画できればと考えている。 

 

以上 


